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TWO CASES OF ADRENAL MYELOLIPOMA
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Myelolipoma of the adrenal gland is a benign oligosymptomatic tumor composed of
various proportions of fat and bone marrow elements. We report two operated cases found
incidentally in a 76-year-old man and 49-year-old man.
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緒 言
副 腎 に で き るmyelolipomaは稀 な 良性 腫 瘍 で,骨
髄 様 組織 と脂 肪 組 織 よ り構 成 され る.1905年,Gier-
ke1)によ り最 初 に報 告 され,1929年,Oberling2)に
よ りmyelolipomaと命名 され た.従 来 剖検 時 に偶 然
発 見 され る こ とが 多か った が,画 像 診 断 の進 歩 に伴 い
incidentallyに発 見 され る ケ ース が 多 く な りつ つ あ
り,わ れ わ れ も偶 然 に発 見 し,外 科 的 切 除 を行 った い
わ ゆ るttincidentalo皿a"として の 副 腎myelolipo-











通 院 中 で あ っ た が,CT,超 音 波 検 査 で,右 副 腎 腫 瘍
を 疑 わ れ 泌 尿 器 科 を 受 診 し た.
入 院 時 現 症=身 長156cm,体 重48.5kg,胸 部 理 学
的 所 見 に 異 常 を 認 め ず,血 圧140/70mmHg.腹 部 触
診 で は,腫 瘍 を 触 知 せ ず,肝 臓,両 腎 お よ び 脾 臓 も 触
知 し な い.外 性 器,前 立 腺 は 視 触 診 上 異 常 を 認 め ず,
表 在 リ ソ パ 節 は 触 知 し な い.











4.6mg/24h.検尿;異 常 な し.
腹 部 超 音 波 検 査(Fig.1)=右 腎 上 極 に 接 し て 均 一
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超 音 波 検 査 で 腹 部 腫 瘤 を 指 摘 さ れ た.
入 院 時 現 症:身 長165cm,体 重57.5kg,胸 部 理 学
的 所 見 に 異 常 を 認 め ず,血 圧120/84mmHg,腹 部 触
診 で は 腫 瘤 を 触 知 しな い.




































mg/24h.検尿;異 常 な し.
レ線 学 的検 査:
排 泄 性 腎 孟造 影;右 腎 の 下 方 へ の偏 位 を 認 め る
(Fig.8).
腹 部CT;右 腎 上方,肝 右 葉 下 方に 低 吸 収値 の 充実
性 腫瘤 を 認 め る(F三g.9).
右 下 副 腎 動脈 造 影(Fig.10):右下 副 腎動 脈 の 圧迫
・伸 展 を 認 め,比 較的 血 管 に 乏 しい 腫 瘤 陰影 を 認め
る.
以 上 よ り右 副 腎摘 出術 を 施行.腫 蕩 は 周 囲組 織 とは
比 較 的 容易 に 剥離 で きた が,一 部 肝右 葉 と癒着 して い
た,
摘 出標 本(Fig.11);重量47g,大 き さ5.5×5×
"馳浦;　 ㍗蕪 灘 _
ほの 　る












Myelolipomaは,脂肪 組 織 と各種 の骨 髄 性 細 胞 よ
りな る稀 な 悪性 腫 瘍 で,最 も多 く副 腎 に発 生 す る が,
副 腎以 外 に も後 腹 膜 脂 肪組 織3・5),後肋 膜 脂 肪組 織4),
筋 肉組 織 内5)に見 られ た とい う報告 が あ る.し か し こ
れ らは,剖 検時 に 偶 然 に発 見 され た も の が ほ とん ど
で,剖 検 時 に本 腫 瘍 が 発見 され る頻 度 は0.2～0.8%と
言わ れ て い る6・7).
本 症 の 発 生 原 因 と して は諸 説 が あ り,Collins8)や
Giffen9)は,1)血液 を 介 し て の 骨 髄 細 胞 の 塞 栓 に よ
るectopia説,2)骨形成 組 織 の 胎 生期 遺 残,3)発 生
異常,4)副 腎皮 質 細 胞 の化 生,と い う4つ の 仮設 を想
定 してい る が,い まだ結 論 は で て い な い.
DyckmanandFrcedmanio)が,1957年に症 状 の
あ る副 腎myelolipomaの外科 的切 除 例 を 最 初 に報 告
した が,そ れ 以 来欧 米 では30例余 の報 告 が あ る.本 邦
では 野 内J菅野11)が1960年に 報 告 した 後 ,自験 例2例 を
含め25例の外 科 的 切 除 の報 告 が あ る(Table1)11'-32)
本邦 で の 報告 では,年 齢 分 布 は20歳か ら76歳,性 別 は
男子18例,女 子7例 と男子 に 多 くみ られ,患 側 は右 側
18例,左側6例,両 側1例 と右 側優 位 で あ り,症 状 が
あ り発 見 され た もの の15例,症 状 が な く偶 然 発 見 され
た,い わ ゆ る'tincidentaloma"が10例で あ った .摘
出重 量 は,10～1,950g平均656gで あ り,症 状 が あ
って摘 出 され た場 合 は 平 均1,0269,症 状 な く摘 出 さ
れ た ものは 平 均175gで あ り,摘 出重 量 と 症 状 に は
明 らか な 相 関 関係 が あ る と考 え られ る.一 般 的 に は
大 森 ・ほ か:副 腎 ・Myclolipoma
Table星。SurgicallyremovedmyeloHpomain
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本 腫瘍 は無 症 状 で あ り,内 分 泌異 常 を示 す こ とはほ と
ん どな く,性 別,年 齢 分 布 に も特 徴 は な い とい われ て
い る6・7・33・34).自覚症 状 は 腫 瘍 の 増 大や 腫 瘍 内 出血 に
よ る腹 痛,血 尿,腹 部 腫 瘤 触知 な どで あ る こ と が 多
い6・7・33・34).
近年 の画 像 診 断 の 進 歩 に よ りincidentallyに副 腎
myelolipomaが発 見 され る こ とが 多 くな りつ つ あ る.
KUB,DIVPで は,腎 上部 に 腫 瘤陰 影 を 見 い 出 し,
腎 の下 方 へ の 圧 迫 像 が み ら れ る.CT像 で はlow
densityの腫瘤 で あ る こ とが 多 く,時 に石 灰 化 豫を み
る こ とも あ る.myelolipomaは超音 波 上 高 いecho-
genicityを示 す こ と が,他 種 副 腎腫 瘍 に対 し特 徴 的
と言 え,術 前診 断 を下 し得 る 可能 性 は このあ た りに あ
る.血 管 造 影 で は,良 性 腫 瘍 の 所 見 の み でmyeloli-
poma診 断に は 寄 与 しな い6・35).
従 来,泌 尿 器科 医 は 副 腎腫 瘍 が あれ ば摘 出す る傾 向
に あ った が,こ の よ うな 画 像 診 断 の 進 歩 に 伴 い 副 腎
my・1・lip・m・が 疑 わ れ,症 状 が な い時 に ・G・lli・
ら26)は,needlebiopsyで診 断 を 確定 し得 た な ら,観





Incidentallyに発 見 さ れ た76歳男子,49歳 男 子 の
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